
力候補地といわれているゴアレーベンでは、現在も激しい反対運動が展開されている。 
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Ⅱ 書評 
 

シティズンシップの変容 
――ベンハビブ『他者の権利』を読む―― 

（セイラ・ベンハビブ『他者の権利――外国人・居留民・市民』法政大学出版局、2006 年．） 

 

名古屋大学大学院環境学研究科博士後期課程 

梁 萌 

 

 本書は 2004 年に英語圏で出版され、2006 年 12 月に日本で邦訳出版された。本書の著者、

セイラ・ベンハビブはトルコのイスタンブール出身で、イェール大学で哲学の博士号を取

得した。討議倫理学を応用したフェミニズム、多文化主義の研究で注目され、その業績と

思考が広く認識されている。著者は本書によって、2004 年度北米哲学会賞、2005 年度アメ

リカ政治学会ラルフ・バンチ賞を受賞した。 

  本書では、著者は政治的成員資格に焦点をあてることで、政治共同体の境界線を検証す

ることに努めた。具体的には、カントによって提示された道徳的普遍主義やコスモポリタ

ン的連邦主義、アレントの「権利をもつ権利」、ハーバーマスの討議倫理の構想などを受け

継ぎながら、「他者の権利」をめぐる規範的な議論を展開している。 

 

コスモポリタン的権利 

 著者は本書において、まずカントのコスモポリタン的権利の原則をめぐる検証から始め

た。著者によると、「カントの議論は、境界づけられた共同体を越えた個人のあいだで保た

れる道徳的および法的関係に焦点をあてることで、個別の政体の法と慣習的な国際法の双

方のあいだに位置づけられる新しい領域を画定するのであった」（邦訳 23 頁）。 

  著者によると、カントは今日とは根本的に異なる歴史的関心を持っていたにもかかわら

ず、一方では難民および庇護の要求に関して、他方では移住に関して、今日の思考を導き

うる観点を提示している。著者は、カントのコスモポリタン的連邦主義の伝統に従いなが

ら、境界づけられた共同体における成員資格の重要性を強調し、そこでの「民主的な愛着」

の必要を擁護する立場を示しているのである。 
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権利をもつ権利 

  著者はまた、ハンナ・アレントの「権利をもつ権利」に関する議論を考察している。著

者によると、アレントは、戦間期ヨーロッパで国籍を持たなかった苦境を振り返りながら、

権利を持たないことのディレンマの最も透徹した哲学的解明のひとつを提示している。彼

女はコスモポリタン的な立場から、領土によって区切られた国家中心的な国際関係の世界

に内在する矛盾を考察している。 

  しかしアレントは、ウェストファリア型の国家関係の崩壊をみごとに表現しているが、

「権利をもつ権利」のディレンマについては何の解答も示していない。それに対して、ベ

ンハビブの戦略は、シティズンシップの要求を普遍的な人権レジームに組み込むというこ

とである。 

 

グローバルな正義論 

  著者は、現代の新カント派のグローバルな正義論に取り組むことで、正しい成員資格の

概念を大まかに描き出す。著者の立場は、成員資格の問いよりも資源や権利の配分問題を

優先する、最近の新カント派の国際的な正義論とは異なっている。ここでの主張は、コス

モポリタン的な正義論はグローバルな規範での正しい配分という図式に限定されるのでは

なく、正しい成員資格の構想も組み込まなければならない、ということである。この正し

い成員資格は、難民や亡命者たちの最初の入国への道徳的要求を認めること、移民が入り

やすい国境の管理体制とすること、国籍剥奪や市民権喪失を禁止すること、そして、すべ

ての人間が「権利をもつ権利」、つまり、それぞれの政治的成員資格の地位にかかわりなく、

すべての人間が何らかの不可譲の権利を付与された法的人格とみなすこと、そうした権利

の擁護を含んでいる。 

 

  さて評者は、日本の農村部における中国人出稼ぎ者（研修生）について研究中である。

今日の社会における移住労働者は、多くの場合、隣国との経済格差などの要因によって生

み出されている。移住労働者たちは、受け入れ地域の労働力不足を改善し、経済発展に貢

献するなど、大変意義のある存在であると思われる。しかし同時に、彼らをめぐる問題が

大量に噴出している。なかでも、出稼ぎ者という非熟練労働者をめぐる人権問題が深刻な

問題として認識されることが多い。 

  本書は、このような外国人出稼ぎ者の権利をいかにして保護することができるのかにつ

いて、ひとつの手がかりを示しているように思われる。著者は本書において、外国人やよ

そ者、移民や難民、亡命者などの他者を政体に編入するための原理と実践に焦点をあて、

ある者を成員、ほかの者を外国人と定義してきた近代以降の政治共同体の境界線を問いな

おした。さらに、「民主的囲い込み」について、著者は、「すべての民主的な囲い込みは、

異議申し立て、再意味化、制度の解体に、潜在的に開かれているものである。脱国家的な

連帯のプロジェクトは、現存する国境を越える道徳的プロジェクトである」（邦訳 15 頁）

と結論づけていたのである。 

  本書は専門的な用語が多く、やや読みづらいが、外国人労働者の人権問題を考えるうえ

でも、大いに参考になると思われる。評者の今後の研究にも示唆するところが多い。 
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